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基本方針

消費者ニーズに対応したいっそうの低コ

スト化・高品質化等を通じて、競争力のあ

る生産供給体制の確立を推進し、農家経営

の安定を図ります。また、高品質な米や加

賀野菜等を｢金沢ブランド｣として確立し、

生産の振興、消費の拡大を図りながら、全

国へ発信します。さらに、木材生産におい

ては、長伐期施業※への移行を図り、高品

質で価格の安定した大径木※の生産をめざ

します。

・農地、水、環境の良好な保全と質的向上に向けた地域ぐるみの活動の推進

・農業団体、食品産業界、流通業界と行政の連携によるブランド化と消費拡大の推進

・公益的な機能を有する農業・農村の維持に向けた市民の理解促進

※長伐期施業
大径木の生産等を目的として、
通常であれば植林した樹木を
45年程度で伐採するところを、
80年生以上の大きな樹木にな
るまで伐採しない管理経営方
法。
※大径木
成人の胸の高さでの直径が、
おおむね40cm以上となる樹木
をいう。直径が太いので、木
材としての利用範囲が広く、
市場価値も高い。
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

農林業等の振興
2  農産物における｢金沢ブランド｣の確立

産業分野

現状と課題

農林業は農林産物価格の低迷や担い手の

減少等により活力が低下し、厳しい経営環

境に置かれています。加えて、近年では

BSE問題や農薬の不正使用、産地偽装等に

より、食の安全や健全な食生活に対する消

費者の関心が高まっています。消費者ニー

ズの多様化や個性化等により、地場農林産

物が見直されている中で、このような情勢

の変化に対応した農林業等のあり方を模索

する必要があります。

Ⅱ

■金沢市の農家戸数の推移

打木赤皮甘栗かぼちゃの収穫
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事業計画（主な事業とその内容）

〔ブランド化による販路と消費の拡大〕
新鮮で安全な高品質の農林産物を安定的

に供給し、加賀野菜をはじめ特産農産物の

ブランド化を推進し、生産振興と消費拡大

をいっそう推進します。

〔安全な農産物の生産・流通体制の整備〕
農場から食卓まで一貫して食の安全を確

保し、消費者の信頼を得るため、生産者と

消費者の｢顔の見える関係｣を築きます。生

産段階から流通、販売に至るまでの情報を

記録し、開示できるシステムの構築を支援

します。

〔地産地消の推進〕
わかりやすく実践的な｢食農教育｣を展開

し、市民に理解される｢地産地消｣運動を積

極的に推進します。また、学校給食への地

場産食材の利用拡大を推進していきます。

間伐材等の木材は、搬出コストの低減を図

り、地域産材の有効利用を推進します。

〔中央卸売市場の再整備〕
市場流通商品の鮮度や安全性等を徹底し

た品質管理により、新鮮で安心できる生鮮

食料品を安定的に供給する中央卸売市場と

して施設の再整備を推進します。また、

｢金沢中央卸売市場｣ブランドの積極的なＰ

Ｒを行い、生鮮食料品の品質の良さを広く

アピールします。

〔畜産業・水産業の振興〕
酪農経営や漁業経営の安定に向けた支援

を行い、畜産業・水産業の振興を図ります。

学校給食への地場産食材の利用

加賀野菜
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基本方針

経営改善に意欲のある農業者を認定農業

者として支援するとともに、集落営農を推

進します。また、営農に意欲のある者に対

して栽培技術を指導し、新たな担い手とし

て育成します。

・新しい多様な農業の担い手の育成・支援を推進するための市民、企業、農業関係団

体等との連携

※認定農業者
市町村の認定を受け、｢農業の
スペシャリスト｣として農業経
営の発展をめざす人。農業者
が自らの経営をどのように改
善・発展させるかという農業
経営改善計画を申請して、認
定を受けることができる。
※集落営農
集落を1つの営農単位と捉え、
集落全体の力で農業、特に土
地利用型農業の生産性向上を
めざす営農類型。

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

農林業等の担い手の育成
2  農産物における｢金沢ブランド｣の確立

産業分野

現状と課題

農林業は担い手の不足や高齢化等によ

り、産地の縮小や耕作放棄地の増加が進行

しています。これからは認定農業者※等の

企業的経営体や集落内農家を組織化した集

落営農※のほか、新規就農者、異業種から

の農業参入などを支援し、多様な担い手の

育成・確保について、粘り強く取り組む必

要があります。

Ⅱ

金沢農業大学校の開校 金沢農業子ども塾 林業（枝打ち）

事業計画（主な事業とその内容）

〔認定農業者等大規模農家の育成〕
規模拡大等の経営改善に取り組もうとす

る意欲ある農業経営者を認定し、農地の集

積、有利な融資制度の活用、法人化の促進

等について支援し、中核的な担い手として

育成します。

〔集落営農の育成〕
農家の組織化を推進し、共同利用による

機械・施設の導入等により、生産コストの

低減や農地の有効利用を図るなど、効率的

な農業経営の改善を支援します。

〔金沢農業大学校による担い手の育成〕
新しい農業の担い手を育成するととも

に、市民の農業に対する理解を深めるため、

金沢農業大学校において、実習中心の研修

を行います。また、大学を修了した者には

希望に応じた農業経営の実現を支援しま

す。

〔金沢ふるさと振興センターの機能強化〕
担い手の育成と遊休農地の有効利用を図

るため、農作業受委託の調整・斡旋や農業

人材バンクの整備・活用、農用地の利用調

整の強化などセンター機能の拡充を推進し

ます。

■認定農業者数の推移
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■新規就農者数の推移




